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はじめに 

本報告書は、"DFFT "の実現に向けて、日本、米国、インド、欧州のデータ連携ビジネスに携わる民

間企業が議論した結果、G7デジタル技術閣僚会議に向けた提言をまとめたものです。 

 
国、地域、分野を超えたマルチステークホルダーによるデータの公正で自由な流通と利用は、これ

らの境界を越えた健全な社会であるデータ社会の実現に寄与する。このデータ社会では、独立した個

人、技術、組織の主権を尊重することが、データの自由な流通の指針である。特定の機関や当局によ

る一方的なデータの収集や管理は、データ社会の実現を脅かすものである。このような前提のもと、

私たちは、共通の価値観を持つ人々が、高い信頼性をもってデータを共有できるようにするDFFT（Da

ta Free Flow with Trust）ポリシーを支持します。 

1.  提案内容 

各国の主権や規制の枠組みを尊重しつつ、G7諸国間でDFFT（Data Free Flow with Trust）を実現す

るための政策提言をまとめました。  

① データ保護とプライバシーに関する共通のフレームワークを開発する： 

各国は、個人のプライバシーとデータ保護を尊重する共通の枠組みを開発するために努力

すべきである。この枠組みは、国際的な基準やベストプラクティスに基づくものであるべき

である。 

② データリテラシーを推進する： 

市民や組織の間でデータリテラシーや教育を推進することは、データの価値やその使われ

方を理解してもらうために不可欠である。これは、ステークホルダー間の信頼関係を構築す

るのに役立つ。 

③ 国際協力を促進する： 

DFFTの実現には、国際協力が不可欠である。G7諸国は、国際的なデータフローのルールと

基準を促進し、データ保護とプライバシーに関する共通理解を確立するために協力すべきで

ある 。 

④ サイバーセキュリティ対策を強化する： 

 G7諸国は、サイバー攻撃やデータ漏洩を防ぐために、サイバーセキュリティ対策の強化を

優先的に行うべきである。これは、信頼の構築と国境を越えたデータフローの安全性の確保

につながる。 
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⑤ データのポータビリティを奨励する： 

データポータビリティを奨励することで、個人が自分のデータをよりコントロールできる

ようになり、ビジネス競争が促進される。また、国境を越えたデータの流れが促進され、イ

ノベーションが促進されるでしょう。 

 

⑥ データおよびデータ交換メカニズムの相互運用性を促進する。  

データの相互運用性とデータ交換の仕組みは、関係者間の情報の流れを円滑にするために

不可欠であり、データ構造、データ形式、分類法、使用制限、ライセンス条項など、共有す

るデータ製品を明確に記述することが求められる。 

 

⑦ 透明性のあるデータの取り扱い方法を採用する： 

各国は、信頼を築き、説明責任を果たすために、透明性の高いデータの取り扱い方法を採

用すべきである。これは、データの非倫理的または違法な利用を防止することにもつながる。 

⑧ 各国の主権と規制の枠組みを尊重する： 

各国には独自の規制の枠組みがあり、この枠組みを尊重しつつ、国境を越えたデータフロ

ーを推進することが不可欠です。そのためには、関係者間の協力と交渉が必要です。 

 

⑨ データ利用権 

各国は、データ利用権の正当性を証明し保護するための標準的なシステムの確立を検討す

べきである。データ利用権の標準化は、無体物で排他的に所有できないデータの共有・流通

を加速させるものである。 

⑩ データ仲介サービスの役割 

データ仲介サービスは、様々な利害関係者間のデータ交換を促進するために不可欠である。

個人や組織がデータを完全に管理する一方で、中立性と透明性を確保するために、認識と規

制が必要です。 

 

⑪ DFFTのディスカッションボディ 

ディスカッションボディには、技術、ビジネス、政府、法律の専門家が参加し、民間団体

による政策、実践、技術標準に関する継続的な国際的議論を反映させながら、DFFTフレーム

ワークを実用的に推進するための国際方針を確立することが望ましい。 

 
全体として、各国は、 プライバシー、セキュリティ、信頼、相互運用性の重要性を強調しながら、

おのおのの主権のもとDFFT の実現に向けて努力する必要があります。G7 諸国が協力し、共通の基準

を採用することで、各国の主権と規制の枠組みを尊重しつつ、国境を越えたデータフローを促進する

ことができます。 
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2.  民間企業の貢献度 

DFFTを実現するために、民間がやるべきことはたくさんあります。データ活用によるビジネスチャ

ンスの拡大やイノベーションの創出に向けて、国際的に協力することが不可欠です。そのためのいく

つかの試みはすでに始まっています。(https://data-society-alliance.org/wp-content/uploads/20

23/02/PressRelease_Roundtable_rev3.pdf) 

民間は、次のような分野で協力する必要がある： 

 

① 技術・インフラの開発： 

民間企業は、DFFT をサポートするための新しい技術やインフラの開発に投資することがで

きる。これには、安全で信頼できるデータ共有技術、本人確認、プライバシー保護、相互運

用性、 データポータビリティが含まれる。  

② 国際規格の推進： 

民間企業は、国際標準化団体と協力してDFFTの標準を開発・推進することができる。これ

により、異なるシステムや技術に互換性を持たせ、国境を越えたデータ交換を容易にするこ

とができます。 

③ 政府との連携： 

民間企業は、DFFTを支援する政策や規制を共同で策定することができます。この場合、提

案された規則について意見やフィードバックを提供したり、実施中の懸念や課題に対処する

ために政府と協力したりすることができる。 

④ 教育・啓発を行う： 

民間企業は、DFFTの利点とそのセキュリティとプライバシーを確保するために取られてい

る措置について、一般市民やその他のステークホルダーを教育する役割を果たすことができ

ます。これにより、DFFTに対する信頼と支持を築き、より多くの技術採用を促すことができ

ます。 

  

3.  今後の行動計画 

これらの提案を確実に実行するために、G7議長国は、産官学からなる討議機関を設置・運営すべき

である。この組織は、DFFTの実現に向けた具体的な行動計画の策定と必要な協定の交渉を担当するこ

とになる。様々なステークホルダーが参加することで、意思決定プロセスの透明性と包括性が促進さ

れ、最終的にDFFTの成功につながる。 
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